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エ(mm) lO 40 10 40 lO 40
平均風圧係数 外圧 -0.15 -0,14 -0.15 -0.15 -1.73 -1.74内 . 4
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平均風圧係数 外圧 スリットA 0.48 -1.76B -27 5
内圧 0.21 -1.75
変動風圧係数 外圧 スリットA 0.086 0,077B 61 .8
50 100 150 200 0 50 100 150
n(Hz)































































































エ(mm) lO 40 lO 40
実験値 0.050 0.049 0.087 0.090
推定値 ,F40 0.048 0.047 0.085 0.088j=6
JF80 0.047 0,046 0.085 0.088
b) エ=40mm












































































































乱れのスケールは 40- 55mである 解析データは屋根平均高さの
10分間平均風速が 5- 9m/Sの結果を用いた.





















































風向8 Fl F2 F3 F6 F7 F8 F9
平均外圧係数 oc 0.29 0.26 0.30 0.32 -0.12 0.30 0.3190 0 -72 -_74 -68 -61 28 -2 -29
平均内圧係数 oD 0.27 0.33 0,31 0.30 0.19 0.33 0.3090 0 - 5 -28 -.3 - 4 -23 -2 -27
表7 変動外圧係数及び変動内圧係数 (実測結果)
風向o Fl F2 F3 F6 F7 F8 F9
変動外圧係数 o o 0,35 0.27 0.28 0.26 0.45 0.27 0.2690○ .47 41 3 38 3 35 39









































































001 01 1n/UH(1/m) 001 01 1n/uH(1/rn)
i) 風向 O-oo iI)風向 0-900
図 18 屋根全体の変動内圧のパワースペクトル密度推定結果
ア推進事業 (平成 17-19年度)の補助を受けて行われた.
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